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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
新型コロナウイルス感染予防により面会・外出制限を設けたことにより、家族や地域との関係性を築くことが困難な
状況であった。
利用者にとって「会いたい人に会えない」「食べたいものを食べに行けない」「散歩や買い物に行って気分転換が出
来ない」といったストレスに対し、職員が利用者1人ひとりに聞き取りを行っている。職員で話し合い、季節や月間の
行事においてグループごとに利用者同士の関係性を深めたり、食事もテイクアウトやデリバリーを一緒に選んだりと
敷地内でできることで、不安やストレスの緩和に取り組まれている。
今年度は3名の終末期の看取りが行われており、利用者や家族、看護師、主事医などとの連携を取り、柔軟かつ速
やかな対応で看取りが行われてた。
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1  自己評価及び外部評価結果

1792200154

法人名 （株）ケア・トラスト

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ・閑静な住宅地の中に建物がある為、大きな騒音等もなく生活が送りやすい立地となっています。温かで家庭的な
雰囲気の中一人ひとりの状態に応じた支援を行っています。
例年では地域の方との交流を図り、行事やイベントに出向くだけでなく、施設へ遊びに来てもらうといった関わりをし
ていましたが、今年は新型コロナウイルスの影響の為外出や家族との面会も全く出来ず施設内のみでの活動と
なっており、活動内容を広報誌として作成し毎月家族へ発行しています。運営推進会議も開催できず、活動報告の
み市や関係者へ提出しています。
・医療との連携体制が整っており、緊急時の対応等看護師・主治医との情報共有をしっかり行っています。主治医、
家族と相談の上看取りまでの対応が可能です。また、管理者が同じ地域に住んでいる為柔軟に速やかな対応を心
掛けています。

ぐる～ぷほ～む源兵島事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日2020年11月27日 令和3年2月10日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

石川金沢市額新保3丁目237番地1

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和2年12月15日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

60

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

61

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,42）

1. 毎日ある

68

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

67

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：40,41）

1. ほぼ全ての利用者が

70

4. ほとんどいない

62
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：42）

1. ほぼ全ての利用者が

69
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

64

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：53）

1. ほぼ全ての利用者が

71

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

72

66

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

65

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

63
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です

次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護保険法指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

例年の運営推進会議ではぐる～ぷほ～む源兵島の入居者
の現状や活動報告を行い、家族や地域住民、行政からの
疑問、質問、提案等を受け答えしているが、今年は新型コ
ロナウイルスの感染予防により開催できず。活動報告のみ
関係者へ発行している。また、災害時の対策など協力して
いただけるように話し合いを進めている。

白山市役所に毎月上旬に入居者の現状や待機者リストを
提出し、実情を報告している。また、新型コロナウイルスの
感染予防により運営推進会議が開催できない為、2か月に
1度ぐる～ぷほ～む源兵島での取り組み等を報告してい
る。災害時の避難場所として地域交流ホールを活用してい
ただいてもいいように話もしてある。（マスク、消毒、手袋な
どの配布あり）
身体拘束に関しては管理者を含む全職員に周知しており、
毎月のミーティングでも身体拘束に繋がるケースが無かっ
たかという話し合いを行っている、玄関等の施錠につきまし
ては防犯の観点から施錠しているが、入居者が希望される
場合は開錠して出入りを行っている。（新型コロナウイルス
の感染予防により敷地内のみとしている）

施設内での内部研修にて高齢者虐待の知識を学んでいた
だき、内容を職員の間で共有している。また、虐待に関して
もミーティングで話し合い未然に防げるよう努めている。外
部の研修は新型コロナウイルスの感染予防により減ってい
るが参加する機会を設けた。

例年では地域行事への参加や、地域の方々との関わりを
持つと共に、地域のこども園の子供達との交流を図り、子
供と高齢者が触れ合える機会を設けていたが、今年は新
型コロナウイルスの感染予防により地域行事が全て中止と
なった。また、外部との接触ができなかった為運営推進会
議や避難訓練が中止となり地域との関わりが持てなかっ
た。

自
己

外
部

項　　目

法人の運営理念は「優気」「礼気」「驚気」であり、それを念
頭に置きながら事業所理念を作成している。今年は「face
myself（自分自身と向き合う）」とし、自分の固定概念の中
で物事を判断せず、視野を広く持つことで「新たな発見」や
「気付き」を見つけ出していく事を目標とした。事業計画とし
て毎年考え、ミーティングで周知すると共に冊子の閲覧で
共有し実践に繋げている。

2ヶ月に1度運営推進会議に地域の方をお誘いし参加して
いただいていたが、今年は新型コロナウイルスの感染予防
により開催できず。管理者が認知症ケア専門士を保有して
いるため、何かあればすぐに相談にのる事を伝えている。
地域の人にも認知症の人という見方ではなく、一人の高齢
者として接していただけるよう話をしている。

実践状況

外部評価自己評価

実践状況

外出できない分、敷地内を歩いたり、庭に出たり、季節の
変化を眺めたりして対応している。
身体拘束や虐待の研修は資料にて各自行っている。
又、毎月の会議で議題として取り上げ確認している。転倒
リスクを考えた時に、スピーチロックが出てしまうことがあ
り、正しい声掛けは何かを話し合っている。

法人理念に基づき、スタッフの意見も交えて事業所理念の
作成している。「face myself(自分自身と向き合う)」の事業
所理念に沿って、行動し、ミーティングにて振り返りを実施
している。コロナという環境の変化もあり、視野を広くし、限
られた環境での対応策について話し合い、実施されてい
る。

新型コロナウイルス感染予防により、病院受診以外の外出
を中止している。地域行事もすべて中止となった。
環境の変化による気分転換ができなくなったことにより、敷
地内でできることをミーティングで話し合い、実施されてい
る。ベランダから柿の木を見て景色を楽しまれたり、お昼ご
飯を庭で食べてみるなど、工夫されている。

新型コロナウイルス感染予防により運営推進会議が開催
できず、活動報告のみ関係者へ行っている。
かわら版を事業所ごとに作成し、運営推進会議に参加して
頂いている方や家族に配布している。又、地域の避難所に
もなっているため、災害時の協力体制についても地域と連
携が取れている。

運営推進会議が開催できない為、2ヵ月に1度かわら版など
を作成し、白山市役所へ報告している。
災害時の避難場所としての地域交流ホールの活用などの
話をし、その際に必要となる衛生備品（マスク、消毒、紙パ
ンツ）等についても連携を取り、地域との協力関係がみら
れる。
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次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

入居者からの意見・要望は日常の関わりの中で聞きだし、
実行に移したり、職員間で話し合いをしている。家族からの
意見・要望は本人の現状報告を行う際確認している。新型
コロナウイルスの感染予防の為夏頃より面会制限を設けた
為現在は電話での対応が大多数を占めている。

各階にリーダーを配置し、利用者のケアに対してや運営に
関しての意見、情報共有を行なっている。また、毎月リー
ダー会議を開催しており、職員からの意見や提案を聞いて
いる。何かあれば各階のフロアミーティングで皆で話し合っ
たり、代表者にも参加してもらい確認する等の対応をして
いる。

定期的に各職員と個別に話をする機会を作り、仕事に対す
る思いを聞き、それぞれに目標を持っていただき、やりがい
を維持できるようにしている。また、常日頃から働きやすい
環境作りと悩み事や困った事等何でも話しやすい雰囲気
作りに努めている。向上心を高める為にも無資格の職員に
資格取得を勧め知識を増やしていただいている。

全職員を対象とした社内研修では、資料を配布し勉強する
だけでなく簡単なテストを解いてもらうことで復習してもらっ
ている。経験のある人から浅い人へ個別に対応の仕方をレ
クチャーすることもある。外部の研修は新型コロナウイルス
の感染予防によりほとんど参加出来ていない。

例年では定期的に協力病院で開催される勉強会に参加し
たり、外部機関が主催する研修会に参加することで、他事
業所との交流を図り情報共有していたが、今年は新型コロ
ナウイルスの感染予防により参加できず。また白山市の地
域密着型施設による連絡会も開催できておらず、なかなか
他事業所との意見交換が出来ず。

成年後見制度を利用されている入居者がいるので注意点
を全職員に共有している。また、新たに成年後見制度を活
用する人（家族）の相談にも乗り、必要な手続き（書類記入
等）を行っている。

契約の締結時は、家族の疑問点や不安な事を聞き出し、
理解、納得をしていただけるように努めている。入居された
後も、不明点など無いか確認行っている。

新型コロナウイルス感染予防による面会制限についてキー
パーソンへは電話にて状況報告などの連絡を取り、意見や
要望を聞いたり、話し合いをしている。家族からの会いたい
との要望が多く、窓越しでの面会や電話での対応など、利
用者の状態によって対応している。
クリスマスプレゼントはいつもは職員が考えて準備するが、
今だからこそ気持ちを伝える機会を大切にしたいという思
いから、家族に選んで頂き準備するよう提案し変更した。

各職員からの意見や提案を聞き、状況の緩和ができる方
法を模索している。意見としては利用者の外出について
や、職員の慰労金についてがあげられた。慰労金は全事
業所同時に振り込む為、全事業所の申請が揃い次第全職
員同時に振り込みを予定している。感染対策としてマスクを
会社から個人に配布している。

3/10



次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

15 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居に至るまでの経緯をしっかりと家族から聞き、家族・本
人共にどのような支援を望まれているかを把握し、サービ
スの開始に繋げている。また、入居後も定期的に普段の様
子を伝え、安心していただけるように関わりを持っており、
入居者に何かあったときは早急に連絡するように心がけて
いる。

入居される段階で、家族や本人が困っている事や不安な
事、要望等を聞いて対応している、また、他のサービスが
必要になってくる場合は看護師や主治医の意見も確認した
上で家族へ提案している。

職員と入居者の関係は共存していく事を目標としているの
で、お互いに助け合いながら何でも相談しあえる関係作り
に取り組んでいる。本人の残存能力を維持し、活用できる
よう、定期的に職員間でアセスメントを共有し、どんな支援
方法が良いのか話し合い、統一した介護を提供できるよう
周知している。

定期的に本人との関わりを持っていただくために、家族に
入居者の必要な物を依頼したり、協力していただく事をお
願いし定期的に近況報告を行っている。新型コロナウイル
スの感染予防により面会制限を設ける事となり家族に会え
ない不満が溜まっている為、電話や手紙でのやり取りや、
出入り口の扉越しで面会を行ったりしている。

家族以外の友人や近所の方等の面会は、家族から本人が
入居されている事を話されている方に関して定期的に面会
に来られていた。しかし、新型コロナウイルスにより面会で
きない為馴染みの人との交流が減り、外出もできない為馴
染みの場所へ連れていく事も難しくなっている。

入居者同士の関係性を構築するために、職員が仲介役と
なり会話が盛り上がるように支援している。また、口論や暴
言等関係が悪くなるときも職員が間に入り、お互いの意見
を傾聴している。他者との関わりを持てるように定期的にレ
クリエーションや行事等行い、皆さんが楽しく過ごせる環境
作りに努めている。

入居契約をする段階で本人の困っている事や要望などを
確認している。また、入居後も困っている事や不安な事が
ないか気に掛け本人が安心して生活を送れるよう支援して
いる。本人のやりたい事を確認し出来る限り取り組みを継
続できるようにしている。

緊急事態宣言時は訪問理美容もお休みしていた。
面会規制の為、直接話すことはできないが、テレビ電話や
窓越しに面会を行うなど、利用者や家族の意見を考慮し、
できる限り対応されている。
関係性がとれない環境下で職員同士で考え、地域のもの
を購入したり、テイクアウトなどで対応している。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 （9） ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

転居された方は施設側にどんな状況かを確認しやり取りす
ることもある。また、永眠された場合家族から連絡をいただ
くこともある。紹介して下さったケアマネジャーや病院の相
談員等との関係は継続しており適宜連絡を取り合ってい
る。

紹介していただいたケアマネジャーや病院の関係者から本
人の基本情報をいただいたり、家族からの話やセンター方
式の用紙を記入していただくことでこれまでの経過の情報
収集している。入居後もどんな生活を送っていたか本人に
確認し職員間での共有を図っている、

入居前までどんな生活を送っていたか、どんな日課があっ
たかを確認し、出来る限り継続できるよう努めている。ま
た、意思疎通が困難だったり、心身の状態が低下している
方でも本人の立場に立ちながら家族の思いと照らし合わせ
本人の能力に見合った取り組みを行なっている。

本人にとって今どんなサービスが必要か本人や家族から
聞き出すと共に職員間でも話し合い、介護計画に反映させ
ている、また、毎月担当者にもモニタリングをしてもらう事
で、より細かく本人の実状を把握する事ができ、課題の改
善に努めている。毎月のミーティング時に入居者への対応
について話し合い、サービスの提供の仕方を統一させてい
る。
日々の細かな記録は関わった職員が個々にケース記録と
して記載しており、全職員が目を通すようにしている。ま
た、担当者は毎月のモニタリングや定期的にアセスメントを
見直すことでサービス内容の変更や課題の改善に努めて
いる。

本人や家族の状況に変化がある場合は職員間で話し合
い、情報を共有している。また、本人の状態に変化があっ
た場合はすぐに家族に連絡を取り、現状を伝えると共に家
族の思いや意向を確認している。医療面等必要に応じて主
治医にも相談したり協力を求めて、皆で支えていけるように
支援している。

新型コロナウイル感染予防による外出規制等により、個人
差はあるが多少のストレスが見られる。
また、身体能力の低下など環境ではなく潜在的な問題にて
変化が多くみられた。モニタリングや状況把握に留意し、
ミーティングで話し合いを行っている。各利用者の状態に応
じてケアプランの変更や区分変更等が行われている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
入居前に本人の状況を確認し、生活歴や日課、趣味・嗜好
といった情報を得ることができ、それを元にコミュニケーショ
ンを図って本人の生活の希望や意向を把握している。入居
後も新しく知り得た情報をサービスやアセスメントに反映さ
せている。

面会の中止や外出の中止により、「家族に会いたい」「家に
帰りたい」といった希望が優先的にあげられた。
面会以外の方法で可能な限り対応するも、すべてに対応で
きる状態でないことから、月の行事でいつも違う工夫をした
り気分転換をはかっている。デリバリーを一緒に選び注文
をしたり、中庭で食べてみたりとできる範囲で本人の希望
に添えるように実施している。
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次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○緊急時等の対応
けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等の緊急
事態に対応する体制が整備されている

緊急時の対応については、年間研修計画にも取り入れて
おり、実際どのような対応が必要かを周知している。また、
緊急事態が発生した場合は周囲の職員や他階に応援を呼
び1人では対応しない。管理者、主治医、家族へ連絡し、早
急に事故報告書を作成し職員間で情報共有している。毎月
開催のミーティングでも再確認ししっかり対策されているか
振り返り、他フロアでの事故内容についても情報共有して
いる。

今年は新型コロナウイルスの感染予防により散歩も出れな
くなっている。また、地域行事も全て中止となった為、入居
者と地域住民との関わりはできていないが、職員と地域住
民との関わりは継続している。

入居契約時にかかりつけ医を本人や家族に確認し、選ん
でもらっている。また、受診や往診の際には本人の様子を
分かりやすく受診シートに記載し、情報を共有している。本
人の状態に異変があった際にはすぐに主治医へ報告し対
応していただいたり、大きな検査や看取り等になる場合は
主治医、家族、管理者でしっかり話し合いの場を設けてい
る。
日常のケアで変化があればすぐに看護師や管理者に相
談、報告をしている。必要に応じて主治医へ報告し受診や
往診の対応を図っている。また、看護師は毎週看護日誌を
記載し、1人1人の状態を詳細に記録として残し、オンコー
ル対応も行っている。

入院時は速やかに入居者の情報。（介護・看護サマリー、
ADL記載のアセスメント、薬剤情報等）を伝え、適切な対応
が出来るように努めている。また、入院後も家族や病院関
係者と適宜連絡をとり、本人の状態を把握しながら早期に
退院ができるよう連携を図っている。

入居者の状態に変化があった場合、家族や主治医に相
談・報告を行っている。その上で重度化や終末期等の話し
合いが必要な場合、家族と今後の対応について相談させ
ていただき、出来る限り希望に添えるように支援している。
実際看取りの対応をする時は家族の意向を確認しながらこ
まめに状態を報告し、職員の精神的なケアや情報共有を
しっかり行いチームとなって最期を迎えれるよう取り組んで
いる。
入居者の急変や事故等発生した場合、まずは1人で悩まず
周囲の職員や他階に応援を呼ぶようにし、管理者や看護
師に連絡が取れるよう周知している。管理者や看護師から
の指示のもと、応急手当や初期対応ができるように普段か
ら指導を行っている。

今年度はグループホームで3名の看取りがあった。主治
医、家族を交え、現状からの看取りに向けての話し合いを
行った。サチュレーションや血圧の変動を見て状況に応じ
て迅速に連絡し、連携を取っている。訪問看護の利用もあ
り、ご家族の面会は居室で行った。このような環境下でご
家族を待っていたかのように、面会後まもなく亡くなられる
方が多くみられた。

主治医とご家族を交えての話し合いを実施している。
本人とご家族の意見を聞き、できる限り希望に添えるように
話し合いを行えている。必要に応じて訪問看護等の他事業
所とも連携を取り合い精神的なケアもできるように心がげ
ている。
本人と家族がより良い形で最期を迎えられるように、多くの
関係者とチームとなって終末期ケアが行えている。

今年、転倒による左大腿骨転子部骨折により入院された方
が2名いた。緊急時は職員から管理者、主治医、家族と迅
速に連絡を行っている。歩行が安定されている方で予想で
きていなかった方が転倒するケースもあった。
大きく転倒したわけではないが、骨折したことについてミー
ティングで話し合った。転倒リスクを着席時など幅広く捉え
ていくように職員全員に共有されている。
ヒアリハットは月に10件以上積極的に上げていこうと会議
で話し合い、実行している。
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次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

36 （14） ○バックアップ機関の充実
協力医療機関や介護老人福祉施設等のバック
アップ機関との間で、支援体制が確保されている

37 （15） ○夜間及び深夜における勤務体制
夜間及び深夜における勤務体制が、緊急時に対
応したものとなっている

38 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

39 （17） ○災害対策
災害時の利用者の安全確保のための体制が整備
されている

40 （18） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

41 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

42 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

食事時間や入浴時間等日常生活の基本的な流れは決め
ていますが、その通りに生活してもらうということではなく、
個々のペースに合わせて本人の希望に沿った生活をして
いただいている。

例年では避難訓練を開催したときに消防職員にも参加して
いただき、避難経路を確認して頂いたり、指導を受けてい
たが、今年は新型コロナウイルスの感染予防により消防職
員の立ち合いを行っていない。年に2回は消防設備の業者
に設備点検をしていただいている。また緊急連絡網も整備
し、火災以外のマニュアルも作成しており、避難経路を職
員間で周知している。

毎月のミーティング時に身体拘束や虐待が無かったか職
員間で確認しており、言葉遣い（言葉がけ）についても話し
合っている。日頃から意識して失礼のないよう対応してい
る。また、個々に応じて1人の時間を提供する等本人の
ペースに合わせて生活していただいている。

日常のやり取りの中で本人の思いや希望を聞いたときは、
出来るだけ叶えれるよう職員間で話し合い、家族にも協力
を求めている。また、なかなか判断できない入居者へも出
来るだけ多くの自己決定をしてもらうため、選択できる内容
を提示する事もある。

新型コロナウイルスの感染予防により研修会（勉強会）等
の交流はなかなか出来ていない。協力体制にある介護老
人福祉施設とは、家族や本人から転居の相談があった場
合に相談員とやり取りを行い、現在の空き状況を確認した
り見学等の調整を行っている。

夜間に緊急対応が必要になったことを踏まえて、各階に看
護師をオンコールとして配置し、主治医や管理者ともすぐに
連携が取れるように緊急連絡網を作成してある。また、緊
急時は1人で対応せず周囲の職員や他階の職員に応援を
呼び協力していけるよう日頃から職員間の連携を意識して
もらうよう周知している。

定期的に避難訓練を行い、避難方法や避難場所をその都
度確認している、また、災害時の対応マニュアルも作成し
ている。地域の方とは火災・地震・風水害等の災害発生時
における相互の援助と協力について話し合いを行ってい
る。例年では避難訓練に地域の方にも参加してもらってい
たが、今年は新型コロナウイルスにの感染予防より参加の
呼びかけができなかった。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

今年は新型コロナウイルス感染予防により地域等への参
加の呼びかけが出来ず、避難経路の確認を実施。又、避
難時の一連の流れをミーティングにて確認している。
従業員の退職、利用者の入退所などの変更があった為、
緊急連絡網の更新を行っている。新しく新型コロナウイル
ス感染対策マニュアルを作成し、ミーティングにて周知徹底
している。

1階、2階の移動を禁止しているため、階段
の昇り降りができないため、その階で居室
を歩くなどの対応を行っている。各利用者
の毎月の状態を考慮し、避難時の優先順
位や流れの確認を継続して頂きたい。

災害の備蓄に加え、コロナ予防対策にお
ける衛生備品の備蓄についても、必要に
応じて備えて頂くことを期待する。

新型コロナウイルス感染予防により研修会へ出向いていけ
ないが、希望のある職員には勉強できる資料を準備し、個
人学習ができるように対応している。
区分変更にて介護度が上がる場合は、よりよい生活を送っ
て頂くために、家族と相談し、特別養護老人ホームへ入所
検討の話し合いも行っている。その際にサービスや料金的
な情報も提供している。介護老人保健施設には居室が開
いた際にお互いに状況確認を行っている。

今年は新型コロナウイルス感染予防により消防職員の指
導や立ち合いを行えていない。
地域のハザードマップが更新されたので、新たなものに差
し替えを行っている。
緊急連絡網の更新を行い周知徹底を行った。

身体拘束やスピーチロックなどミーティングの議題として毎
月話し合っている。新型コロナウイルス感染予防により面
会や外出制限により外部との関わりが少なったことによる
ストレスはないか、個々のペースに合わせて居室で一人ひ
とり話を聞いている。グループホーム内での利用者同士の
関係性に問題が見られた場合には、席を話すなどと距離を
とって、落ち着ける空間を作ったり、話を聞くなどの対応を
行っている。
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次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

43 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

44 （19） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

45 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

46 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

47 （20） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

48 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

49 （21） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

自分で意志のある方は、自身で選んだ衣類を着ていただ
き、必要があれば職員からも提案させてもらっている。介助
の必要な方は起床時や入浴時に本人に確認しながら支援
している。また、男性の方の髭剃りはなるべく自分でしても
らえるよう声かけを行い仕上げを職員が手伝っている。

簡単な調理や盛り付け等、出来る方には積極的に食事作
りをお願いし一緒に準備している。また食器拭き等を日課
として提供している方もいる。今年は新型コロナウイルスの
感染予防により外食ができない為、お店の商品をテイクア
ウトしたり、デリバリーを頼む等少しでも楽しい時間を過ご
せるよう考案していた。イベントに応じ昼食作りやおやつ作
りも行っていた。

食事形態は1人1人の状態に合わせており、状態が変わる
と共に形態も変更しながら安全に美味しく食べていただけ
るように支援している。食事量が少なく、栄養状態の悪い
方は、家族、看護師、主治医等と相談し栄養補助食品を併
用している。また脱水にならないようこまめに水分を提供し
たり、電解質の入った水分補給飲料を併用し、しっかりと1
日の水分摂取量を確保できるように努めている。

起床時と毎食後には口腔ケアを促し、口腔内の清潔を保っ
ている。また、義歯の方は就寝前に義歯洗浄剤に浸し起床
時まで洗浄してる。うがいが困難な方には口腔ウェットシー
ト等を使用し口腔ケアを行い、口腔内の清潔保持に努めて
いる。歯磨きが嫌いな方には声掛けのタイミングを考えたり
時間をズラしながら保清に努めている。

立位保持が可能な方を対象に、昼夜ともにトイレで排泄で
きるように支援している。立位が困難な方は2人介助でトイ
レ誘導したり、ベッド上で交換し清潔保持に努めている。排
泄チェック表を用いて一人ひとりの間隔を把握し誘導（パッ
ト交換）を行っている。また、夜間は睡眠を優先する為ベッ
ド上での交換を行っている方もいる。

毎日排便確認を行っており、すぐに忘れてしまう方にはトイ
レのタイミングで確認を行っていくようにしている。便の形状
等確認させてもらい消化不良や下痢等見られた場合、食
事形態や食べるものを見直し、脱水にならないように水分
を多く摂っていただくように努めている。自力の排便が難し
かったり、便秘症状のある方は、看護師や主治医に相談
し、下剤を使用している。

基本的に入浴日を決めず、声掛けを行っていますが、本人
のその日の状態や気持ちを優先し支援している。職員もプ
ライバシーに配慮した介助を行っており、個々に応じた対
応をしている。

入浴日は決めずに本人の気持ちを優先して支援を行って
いる。入浴拒否が強い方には、衛生面に注意して声かけの
タイミングや間隔の変更。清拭の声掛けを行うなどと、一人
ひとり臨機応変に対応されている。声かけや介助にはプラ
イバシーに配慮した対応を行っている。

料理ができる方へは作りたいものを聞いて一緒に作ってい
る。又、食べたいものを聞いたり選択するなど、自己決定し
て頂いている。その他テイクアウトやデリバリーなどで少し
でも楽しい時間を過ごせるように、環境を変えたり好きな音
楽を聴いたり、工夫し取り組まれている。いろいろと試みる
も外食への思いや意見は多く、テイクアウトでは満足しきれ
ていない利用者もおられた。

排泄チェック表を用いて一人ひとりの間隔を記録し、適切な
タイミングでの誘導やパット交換を行っている。
歩行状態や認知状態を把握し、一人ひとりに応じた介助方
法を職員で話し合い考え、優先順位を周知した上で行って
いる。
自立に向けた支援方法を1人ひとり行えている。

8/10



次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

50 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

51 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

52 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

53 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

54 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

55 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

56 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

薬は誤薬がないよう確実に服用していただくために、薬を
セットした時と　服薬時の両方で2重のチェックを行ってい
る。また血液関係や糖尿病の薬等大事な薬を服用している
方のリストを各階職員で周知できるよう提示している。服薬
時はしっかりと飲み込んだか最後まで確認している。

本人たちの残存能力に応じた役割を提供していくために、
日頃から状態を把握した上で食器洗いや食器拭き、拭き掃
除や洗濯物たたみ等を日課として取り入れている。また
元々していた趣味や興味のある事に挑戦していき、楽しめ
る事や気分転換を図れる機会を作っている。

例年では天気の良い日は近所まで散歩に出かける機会を
作っており、普段行けない場所へのドライブを数名の方と
出掛けたりして気分転換を図っていたが、今年は新型コロ
ナウイルスの感染予防により外出できず。家族と定期的に
外出されていた方も受診時以外一切出ておらず。

現在自分でお金の管理が出来る方が居られず、施設での
預かりや家族管理となっている。個別で買い物へ行きたい
との声もありるが、新型コロナウイルスの感染予防により外
出できない為家族にお願いし用意していただいている。

現在定期的に電話でのやり取りをされる方は居ませんが、
家族や友人から掛かって来て話される事はある。また、定
期的に家族からのハガキや手紙が届くこともあり嬉しそうに
されている。

常に共有スペースは綺麗に整頓されていることを心掛け、
皆さんの過ごしやすい環境としている。また季節に応じて
壁面の飾りを入居者にも作って頂き、施設内にいても季節
感を味わっていただけるように取り組んでいる。湿度・温度
計をフロアや各居室に設置し、湿度や温度管理を行ってい
る。明るさの調整も入居者の意見を確認しながら行ってい
る。朝日が眩しいとの意見があった為ロールカーテンを取
り付け不快感の軽減となった。

一人ひとりの生活習慣を知り、さりげなく生活リズムを本人
に合わせていくようにしている。また夜間トイレが頻回で眠
れない方は主治医に相談したり、職員が話を聴いて不安を
取り除き安心して生活を送っていただけるよう支援を行って
いる。

今年は新型コロナウイルス感染予防により病院受診以外
の外出が一切できていない。
利用者や職員からもドライブに行きたいとの希望の声は上
がるも、現状では感染予防が第一優先となる事を理解して
頂いた上で、施設内でできる気分転換の方法を模索し行っ
ている。庭からの近隣の木々を見たり、テレビにて景色を
見るなど対応している。

新型コロナウイルス感染予防の為、各フロアにて湿度や温
度を湿度・温度計にてこまめに確認しながら定期的換気を
行っている。湿度はカーテンに霧吹きで水をかけて少し湿
らせたりと、湿度を上げるようにしている。
利用者の方と一緒に季節の飾りつけを考えて作成したり、
飾りつけを行い、季節感を味わっていただけるように取り組
まれている。

9/10



次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
実践状況

外部評価自己評価

実践状況

57 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

58 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

59 ○身体機能を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

入居者1人1人の情報や能力を職員間で共有し、出来る事
は自身の力で取り組んで頂いている他、転倒リスクが高い
方などは居室内の家具の配置を本人の移動する際の導線
上になるよう配置し、手すりの変わりとなるよう家族と話し
合い環境の整備を行っている。

共有スペースには食事を摂るテーブルや椅子とテレビの前
にソファが設置されているため、自室から出てテレビを見た
り、他者と談笑したりとその人のペースで好きなように過ご
されている。また、食事の席を介助が必要な方を固め見守
りを強化したり、気の合う方同士座ることで、楽しく談笑され
ている光景が多い。

居室内は入居の際に本人が使い慣れた物を持参していた
だき使用している。定期的に居室内を確認し、足りないもの
を補充したり、移動する際に不必要な物を撤去したり本人
の状況に合わせて環境整備を行っている。

定期的に居室内の確認を行い、本人に確認を取りながら
職員が整理を行っている。季節の変わり目など気温に応じ
て衣替えなどの環境整備も行っている。
また、起き上がりの際に転倒リスクがある利用者にはセン
サーを設置してリスク回避、早期発見ができるようにケアプ
ランを変更し対応している。
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